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 AI技術を活用して、基地局における日々の通信状況から、ネットワー
ク監視において発見が困難な「サイレント異常」の検知を実現しました。

 今後は、被疑箇所の特定(分析)、装置制御(措置)までの一連の
オペレーションを自動で完遂する 「Zero Touch Operation」を実現し、
様々なサービスを展開する5Gにおいて、迅速なネットワーク運用を
可能にします。

AI技術適用・評価等の分野においてNTTネットワーク
基盤技術研究所、ビッグデータ基盤構築等の分野に
おいて日本電気株式会社と協働しています。

AIを活用した快適なネットワークの提供J-28

③措置
被疑箇所に対する自動制御により
装置復旧やサービス継続を実施

Zero Touch Operation
AI技術を活用してネットワーク運用業務を高度化・効率化し、

お客様に快適なネットワークサービスを提供
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①監視
基地局のサイレント異常やそれに伴う

サービス品質の低下を可視化

②分析

基地局の警報等の分析により被疑箇所を特定
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 従来の人手によるネットワーク運用業務をAI技術を活用し高度化・
効率化することにより、お客様が利用するサービスの品質低下を感じ
させることのない、快適なネットワークサービスを提供します。


